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刈和野の大綱引きは室町時代からの伝習

であるといわれている｡

平将門の一族である長山氏が刈和野に土

着し､長山氏の氏神が市場を守護する神｢市

神｣であり､その祭事として綱引きが始め

られたのが由来といわれる｡上町､下町､

その勝者がその年の市場開設権を獲得とい

われているが､現在では上町が勝てば米の

値が上がり､下町が勝てば豊作と､その年

を占う｢お告げ｣が下される

雄綱と雌綱
二日町と五日町
平成10年からは開催日

33尋(約50m)

直径約80cm

約10トン

2月10日に固定

し行われているが､それ以前は旧暦の正月

15日の夜に行われてきた｡

刈和野地区の中心部､通称｢大町

呼ばれる通りで町を二分して行わ和る｡

町を｢二日町｣､下町を｢五日町｣と呼んで

いる｡

網作りはそれぞれが行う｡二日町が作る
｢雄綱｣は､その先端が古代中国で生まれた

思想である陰陽説の陽(男性)の象徴であ_LJ

｢ケン｣と呼ばれる｡長さは男の厄年を表す

42尋(約64m)で､五日町の｢雌綱｣は､その

先端が陰(女性)の象徴であり､ ｢サバグチ｣

と呼ばれる｡長さは､女の厄年を表す33尋

(約50m)ある｡大綱件Uは開催日の約1カ

月前から始まり､ 1週間前にできあがり､

大綱は両町内境界の中心｢ドップ｣付近に

飾られる｡両綱とも大蛇がとぐろを巻いた

ように積み上げ､綱の先端は中から出す習

わしになっている｡

市神様の祭事として行われるため､大綱

引き当日は､現在市神様を示巳っている浮島

神社から市神様を奉戴し大綱に安置し､神

官がおはらいをして勝負のときを待つ｡

数十分の引き合い
きしむ大綱
引き合いの瞬間､地響きにも似た城声が
一斉に上がり､左右に振られる提灯の灯り

に合わせながら力の限り引き合われる｡大

綱がきしみながら波を打ち､一進一退の攻

防が数十分続き､勝敗が決まる｡

伝統を後世に
1 3人の建元

刈和野の大綱引きを主宰する人を｢建元｣

と呼ぶ｡いわゆるこの行事実施の責任者と

いわれる存在で､二日町6人､五日町7人

の建元が取り仕切っている｡

建元制度は､昔は世襲であったようです

が現在では経験豊かな人が選ばれている｡

42尋(約64m)

直径約80cm

約10トン
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は約1カ月前から始まる｡

新しい藁を用い､上下両
町内で7000東が使われる｡
｢グミ組み｣は熟練した人

が約3週間､ ｢綱撚い｣は

最も緊張する

雄綱と雌綱､それぞれ約

た建元たちが指示しながら進められる｡

合わせ方は､五日町の雌綱のサバグチに

二日町の雄綱のケンを挿入し､雌綱に一回

り巻き付ける｢蛇口結び｣という結び方で結

される｡作業途中に間違って引き合い

になれば､結び目が回転し跳ね上がり､

大惨事を引き起こす可能性があるから

開始のころ合いを確かめる｡一人の建元を

残して結び目からほかの建元がいな

くなり､その最後まで残った建元

が綱が結び合う瞬間に手をサッ

と上げ｢ソラツ｣と叫びなが

静寂と緊張が一気にほ

どけ､地響きのような職声が

湧き上がり､提灯が後方

に大きく振られ､その動

きにあわせながら

ウヤサノー｣

だまする｡

神様を大綱の
で運び､安置し
ご祈祷､お破いをする｡

餅まきも行う｡

五日町へ若衆によっての
ばされる｡そ
してそれぞれ
の大綱には尻綱
や小網が結び付け

建元の合図でい
よいよ引き合い
が始まる｡

西仙北ぬく森温泉

黒森山のふところに湧き出た

森の中の温泉です｡露天風呂
の他にもハーブ湯や薬湯､打

たせ湯､サウナもある本格派

の天然温泉でのんびりとお楽

しみください｡

大綱を結び合わせるため
に､どちらが先に出すか､
どれだけ出すか川､交渉
が押し合いとなる｡

建元は人の集まり具合を
見て｢綱の出し合い｣を指
示する｡集まった人たち
は提灯の振りに合わせて
｢ジョウヤサノー｣の掛け

声をかけながら綱を出し
合う｡

この行事で最も興味ある

場面で､｢蛇口結び※1｣
で雄綱を雌綱に結ぶ｡

引き合い後固く締まった
結び目をほどき､すべて
の綱は浮島神社境内に運
ばれる｡

新しい出会いの交流拠点
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{泉質/ナトリウム､カルシウム､塩化物､硫黄温泉　　国泉温/51.6度
■効能/きり傷､やけど､慢性皮膚病､虚弱児童､慢性婦人病､動脈硬化症

〒019-2112秋田県大仙市刈和野字山北ノ沢5番地の4

TEL0187(87)3100 FAX 0187(87)3105
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